	令和元年度第1回上野原市まちづくり委員会
　議事録（要旨）

	日時
	令和元年12月12日（木）
午後２時～午後４時
	場所
	上野原市役所　
2階　庁議室

	出席者
	委　員：飯島勤委員、金畑実委員、小笠原山都委員、佐藤満委員、村松千里委員、
平井正人委員、山崎泰弘委員、水越彩荷委員、広瀬直之委員、高橋範朗委員
事務局：政策秘書課　守屋課長、卯月リーダー、大神田担当
山梨総合研究所：古屋、河野

	委嘱状交付式
１　開式
２　委嘱状交付
３　市長あいさつ
４　閉式
第1回まちづくり委員会
１　開会
２　自己紹介
３　委員長選出（委員長　飯島勤氏、副委員長　佐藤満氏）
４　議事
（1） 人口ビジョン及び総合戦略の概要について
（2） 現行の上野原市総合戦略におけるＫＰＩ達成度について
（3） 次期総合戦略策定に関わるアンケート調査結果について
（4） その他
５　閉会
配布資料
１　上野原市　まち・ひと・しごと創生総合戦略・人口ビジョン
２　次期「地方版総合戦略」の策定に向けて
３　現行の上野原市総合戦略におけるＫＰＩ達成度一覧
４　現行の上野原市総合戦略におけるＫＰＩ達成度一覧【概要】
５　地方創生に関するアンケート調査報告書
【議事】
（1） 人口ビジョン及び総合戦略の概要について
配布資料１、２により事務局から説明
（２）現行の上野原市総合戦略におけるＫＰＩ達成度について
配布資料４により事務局から説明
水越委員　：総合戦略に対して個人的にどのように関わっていくのか確認したい。個人の方が抱えている問題をピンポイントに解決していくことが上野原市の問題解決に繋がっていくと思う。その中で私自身がどのように動いていけばいいのでしょうか。
事　務　局：この委員会では、各専門の分野の方々にお集まりいただき提言をいただくものとなります。委員会の役割は、上野原市まちづくり委員会設置要綱にも記載のとおり、上野原市人口ビジョン・総合戦略の策定及び変更並びに成果検証に関することとし、皆様にご意見、ご提案をいただくものとなります。水越委員においては、市民目線の意見提案をいただき、さらに各専門分野の委員の皆様のご意見ご提案をまとめて計画策定に繋げていきたいと考えています。
水越委員　：個人的に計画に対して考えたことは、事務局にお伝えすればいいのでしょうか。
事　務　局：この委員会でご提案をお願いします。ご提案いただくことにより、この場にいる様々な分野の方と情報を共有していただきたいと考えています。
飯島委員長：総合戦略をより具体的に実効性のあるものとするために、現行の上野原市総合戦略を策定した経緯があります。未達成の施策も多くありますが、現行の市の体力を考えると手一杯な感じではないかと思います。今後は、これらの施策をどうしていくのか、お考えがあったらお出しいただきたいと思います。この委員会は、総合戦略の改定やＫＰＩの検討がメインとなりますのでそれを中心としたいが、一方で多様な意見もお出しいただきたい。
また、計画は、実際にどう実行していくか、この委員会として何をしていくかが大切となります。市議会のまちづくり委員会との連携なども考えていく必要があります。さらにマスタープラン等の諸計画との関係についての整理も必要となりますので、可能なら簡単な図を作成していただけると助かります。
小笠原委員：総合戦略は、行政が担っていくものなのでしょうか。
事　務　局：基本指針においても、地域との連携について記載されています。行政が単独で実施していくというより、行政と市民が一緒にしていくイメージとなります。また、これからの時代は、行政だけではできなことも多いので、その地域を担っていく人材の育成も重要であると考えています。
小笠原委員：総合戦略の事業を実施するための、予算についてはいかがでしょうか。
事　務　局：予算については、毎年、事業についての精査を行い、スクラップアンドビルドの考えで予算を編成しています。削った予算を総合戦略の事業に配分し、さらに国の補助制度をうまく活用しながら事業を行っていく予定です。
飯島委員長：総合戦略については、補助が付く事業がいくつかあるかと思います。
事　務　局：関連する補助金について整理できればと思います。
高橋委員　：現行の総合戦略の事業を今後も続けていくという前提で会議をしているのでしょうか。
飯島委員長：新しい事業の追加は良いと思います。また、達成が難しいものについては、把持して、検討していくことが必要となります。
山梨総研：東京や大阪などの都市圏に地方から若者が流入し、地方の人口が減少している現状があります。これを止めるためには、その地方に働く場を創出し、子育てしやすい環境を整えるということを目指していく必要があります。この国の指針の下、全国で総合戦略を策定しています。この第1期計画についての改定が今回求められており、そのために、第１期の検証と第２期に向けて地域は何を求めているのかの検証が必要となります。それを踏まえて第２期計画の策定に向けて、委員の皆様の専門的な立場からご意見をいただければと思います。
また、国は皆で作った事業計画に補助金を出していくというスタンスとなりますので、総合戦略に記載されていないと補助金の予算を付けてくれません。国は、自治体が策定した計画を検証して地方創生関係交付金を交付します。総合戦略について、欲張ってあれもこれもと盛り込んでいくと実現性のないものについては、もっと検討して記載してくださいとのこととなってしまいます。このため、どこまで総合戦略に記載していくかを事務局と一緒に作成していきたいと考えています。
佐藤委員　：事業について、どういう過程でどのように達成しようとしているのかが、市民として見えてきません。見えてこないと関心が薄れてしまします。市民がもっと前面に立って行かないといけないと思います。そのためには、事業達成にどのような人たちを巻き込んでいくかがポイントとなります。また、達成させる過程がとても重要で大切と考えています。
飯島委員長：次回以降の具体的な審議でさらにご意見をいただきたいと思います。
（3） 次期総合戦略策定に関わるアンケート調査結果について
配布資料５により山梨総合研究所から説明
（４）その他
事務局：次回については、資料の事前配布を予定します。
　　　　第2回の委員会は、1月の中旬から下旬を予定しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


